















Harold Frederick Woodsworth D.D.）は、寿岳文章（1900-1992）の手によって
創られ、1952 年（昭和 27 年）2) に刊行された小さな本である。1939 年（昭和 14






けた学生の 1 人によって編纂 1952 年」（“Edited by One of his former students 















　　It is a great joy and satisfaction to me that at long last the Woodsworth 
Memorial Booklet is to be published. All plans for its publication were made 
within a few months of the death of Dr. Woodsworth. But before they could 
be consummated the second world war had begun and they had to be 
postponed. For several years those interested friends on both sides of the 
Pacific who were backing the enterprise were unable to communicate with 
one another; and when the war was over, for several years the materials 
for the sort of booklet planned were entirely unavailable. Japanese hand-
made paper was not being produced and the materials desired for the cover 




　　It has now become possible however to fulfil this sacred trust, and the 
many friends of Harold Woodsworth will rejoice. We feel sure that it would 
have been his own wish to have the book printed in harmony, in part at least, 
with Japanese artistic standards.
　　The major credit for this little work of love must go to Professor Jugaku, 
who through all the long years has faithfully treasured the manuscripts, and 




















































て英語で書かれている。前述の「序文（“Foreword”）」の後、7 頁から 52 頁まで
が本文であり、構成は、2 つに分かれている。まず、ウッズウォース博士の伝記的
事実が、博士と縁ある多くの人々による言葉や彼らの手紙を織り交ぜながら年代順




































如何なる手紙に対しても返信を怠ることはなかった（“He was a constant helper 
to every student who came to him for advice, and he was never negligent in 
































10)　 このことを竹友は Kobe Chronicle（April 7, 1938）の記事で知ったと書かれているが、Kobe 
Chronicle の発行は 1901 年までである。その後の継続誌 Japan Chronicle（April 7, 1938）





























The edition of this booklet was printed for private circulation. The hand-made 
paper used for the text was specially made by Yoshirô Shio of Inaba, and the 
get-up was done by Bunshô Jugaku of Kyoto, one of the former students of 
the late Dr. Woodsworth to whose memory this booklet is dedicated.  
『ウッズウォース博士追憶集』の本文用紙には、鳥取県東部の因幡（青谷の日置村）
で特別に手漉きをさせた因州和紙が用いられており、塩義郎14) の手によるもので
あることがわかる。また、奥付に代わる最後の頁には、“Printed in Japan at the 

























































引用した書物制作に関わる情報の後に、「この版は 300 部限定で造られた（“The 
edition is limited to 300 copies”）」という一文が続く。そして、その後、限定番
号が手書きで書きこまれているのである。例えば、多可町和紙博物館に寄贈された
寿岳文庫17) の中にある、おそらくは寿岳文章が自身のために手元に残した『ウッズ
ウォース博士追憶集』の限定番号は「第 3 番（“this is No. 3” ）」であるという。また、
竹友藻風が所蔵していた同書18) も、第 6 番とかなり早い番号が付けられている。
　ならば、限定番号の何番から何番までがウッズウォース家に贈られたのだろうか。
夫人の手に渡ったのは第 1 番であったのだろうか。筆者がこの書物について調べ始 
めた当初、第 1 番から 70 番、あるいは、それに近い、かなり早い番号が付けられ
た本が贈られたのではないかと推測した。カナダのトロント大学の図書館に所蔵さ













確認することのできた 6 冊の簡易装版のうち、3 冊が、いずれも第 283、288、299
番とかなり遅い番号であり、2 冊には、番号は記されず、波ダッシュ（～）のマー
クのみ記入されていた19)。このことから、限定番号が付けられたのは 300 番までで、

























実際、寿岳自身が 1947 年（昭和 22 年）に刊行した向日庵本の一冊 『エマーソン書誌』
（A Bibliography of Ralph Waldo Emerson in Japan from 1878 to 1935）には、









同時期に書かれた別の書面でも、350 部のうち 70 部を夫人に贈呈したと記載され
ている。しかしながら、寿岳のエッセイ「わがことながら」（刊行年より 13 年後 
に「PHP」に掲載）においては、当初の企画は 300 部を印刷し、100 部をウッズウォー
ス家に贈るという案であり、100 冊を届けたと書かれている（927-28）。さらに、
1953 年 9 月に記された「『ウヅワース博士追憶集』刊行記」を読むと、70 部を博
士夫人に贈ると定めたとあるが、やはりここでも、「300 部の限定版として刊行さ
れた」と書かれているのである。
20)　 一枚の和紙（横 34.5cm ×縦 24.5cm）に謄写版印刷されている。出版企画に寄付をした人々
の名前と金額、御礼の言葉、そして、刊行に要した費用が詳細に記されており、残部を購入

















































家 J. S. ウッズウォース（James Shaver Woodsworth 1874-1942）もまた、1939
年、カナダの第二次世界大戦への参戦に反対し、徹底した平和主義を貫いた人物で
ある。『ウッズウォース博士追憶集』の序文に、「日本の芸術規範と調和した本とな







ることは彼の願いであっただろう（“it would have been his own wish to have 
the book printed in harmony…with Japanese artistic standards”）」という一
文がある。H. F. ウッズウォースは、カナダで生まれ、教育に一生を捧げ、日本の
地に眠っている。かつて遠く太平洋に隔てられた多くの人々の博士への想い、哀悼



















23)　 縦 24.2cm ×横 33.5cm の大きさの和紙を用い、「感謝・報告・お願い」と同じく、謄写版印刷
















17 冊、国内での所在を確認できたのは、およそ 35 冊のみであった24)。ウッズウォー
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